
令和3年2月16日

保護者各位

谷戸小学校PTA　会長

【1】互選会について

アンケート回答より意見抜粋 事務局からの回答

三役を互選会で選出するのは良いと思う

が、基本的に新5年の末子の親というのがあ

るので、その中から数名選出して、互選会で

三役を選出すれば、地区委員経験者が選

出されることはないのでは？

新5年の末子とは限らないのと、その中から数名選出して、互選会で三役を選出する

場合、地区委員候補者が少なすぎると考えられます。

地区三役が出た地区の地区委員をもう1

名追加するのか否かについて、現状曖昧で

あった。この規約変更に伴い、三役内定時

期が早まるので、合わせて明確化されるとい

い。

各地区の地区委員数は現状、家庭数に応じて決定しているが、地区によっては地区

内の家庭数が少ないため、地区三役が出た地区からさらに追加の地区委員を選出す

ることができない班もありました。

今回の変更によって、所属する地区班に関係なく地区三役を選出できるので、この問

題も解決できる見込みです。

地区委員の中から選んだ方が良い。

互選会よりも前に、地区委員候補者の中から地区三役の立候補を募集した上で、

立候補なし、または定員に満たない場合には、互選会で選出するという対応をとる予

定です。

地区委員のみ優遇される根拠がよくわから

ない。学年委員経験者には何もないので

しょうか。

地区内の家庭数にばらつきがあるため、地区によって地区委員を経験する回数が異

なっています。これまで、地区三役は複数回地区委員を経験するような家庭数の少な

い地区から選ばれる傾向がありました。このような地区による負担の偏りを減らし、全家

庭から地区三役を公平に選出できるようにすることが、今回の改定の目的です。

一方で、一度地区委員を経験すると二度目は当たらないというような、家庭数の多い

地区にとっては、今回の改定により、（従来であれば地区三役が回ってこないような）

地区委員経験者に地区三役が回る可能性が出ることになります。そこで、このような場

合への対応として、優遇措置を設けることを提案しました。この優遇措置は現状の選

出方法からの経過措置として、互選会での地区三役の選出が軌道に乗れば、この扱

いを将来的に見直す可能性もあることを申し送ります。

なお、学年・広報・運協・選出委員経験者まで優遇措置の対象を拡大すると、互選

会参加者の半数以上が優遇の権利を持っていることになり得ます。今回の改定は、地

区三役の決定方法の変更に主な目的がありますので、優遇措置の対象は地区委員

経験者のみとなっています。

地区三役の選出方法がよくわからないの

で、どちらとも言えません。

現状、2月の地区委員会で新年度地区委員に集まっていただいて、その中から地区

三役を選出するという流れですが、その場合は役員や地区三役、広報二役経験者に

辞退権行使の権利があるので、その経験の有無の確認を現地区三役が行っていま

す。地区三役の負担にもなっているので、役員選出委員会に一括管理していただく方

が無駄もなく、公平性も保てると考えられます。

また、今年度は2月の地区委員会が緊急事態宣言の発出により中止となりました。そ

のため、地区委員の選出が遅れて、さらに地区三役の負担が増えることになってしまっ

たので、あらかじめ互選会で決めておく方が良いと思います。

来年度PTA活動方針について（訂正版）

　平素はPTA活動にご理解とご協力を賜りありがとうございます。

　先日は「来年度PTA活動についてのアンケート」への回答に多くの皆様にご協力をいただき、ありがとうございました。

　アンケート集計結果やご意見に基づき、事務局内で来年度の方針を検討し、以下の通り進めていくことといたしましたので、ご報告申し上げま

す。

　また、多くのご意見・ご質問をいただきましたので、PTA活動における課題を解決するための貴重なご意見として、来年度以降の事務局にも引

き継いでいくようにいたします。今回、全てのご意見にお答えすることは難しいですが、いくつか取り上げてお答えしますので、参考にしていただければ

幸いです。

　来年度以降の互選会運営方法について以下の通り変更します。

　現状の事務局役員（8名）、会計監査（2名）に加えて、地区三役（地区委員長1名及び地区副委員長2名）を選出します。

　（地区三役も事務局役員と同様、次年度以降の役員や地区三役の辞退権を行使できる役職なので、選出委員会の管理下で行うのがふさわし

いため。）

　ただし、互選会よりも前に、地区委員候補者の中から地区三役の立候補を募集した上で、立候補なし、または定員に満たない場合に、互選会で

選出することといたします。また、互選会で最終的に候補者となった方が地区委員経験者の場合には、優先的に事務局役員、または地区三役の選

択をできることとします。

　※会計監査には辞退権はありませんが、再任を認めないため、会計監査経験者は会計監査の辞退のみ可能です。
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地区内で卒業までに1度は地区委員をする

というルールでやっている。既にやったのに2回

目で三役やPTAになるというのはかわいそ

う。

もともと地区委員経験者がPTA事務局役員を免除されるわけではありません。

地区委員経験者が互選会での候補者となった場合には、地区三役またはPTA事務

局役員を選択可能とします。

【2】学年委員について

アンケート回答より意見抜粋 事務局からの回答

各クラスから1名ですと、その方の精神的負

担がかかりそうなので、選出人数は各クラス

2名のままが良いかなと思います。

運営委員会への出席人数は各学年1名で

も良いと思います。

学年委員の仕事は、今年度と同じかそれより少し増える程度の活動と見込んでいま

す。

令和元年度の主な仕事は、運営委員会参加、総会の手伝い、運動会の受付手伝

い、古紙回収、学年活動、事務局と谷戸サポとの連絡窓口、読み聞かせでした。

令和3年度以降も古紙回収はなし。

令和3年度総会はWEB開催の予定なので、手伝いはなし。運動会は未定。谷戸サ

ポは若干名募集するので、窓口業務はあり。

学年活動、読み聞かせは状況に応じて検討。

6年生は卒業対策があるので、必ず各クラス2名とするが、1～5年生は各クラス2名

（1名でも可）とします。

【3】広報委員について

　来年度も活動休止といたします。

アンケート回答より意見抜粋 事務局からの回答

ちなみになぜ今年度は活動停止だったので

しょうか？

（イベントが中止、活動が密になりやすいか

ら？）

イベントが中止であり、保護者が学校へ参観する機会もなかったためです。

【4】会費減額について

　会費は現在の年間2000円から1800円に変更いたします。

アンケート回答より意見抜粋 事務局からの回答

学校の予算で消毒液・ハンドソープが購入

されていると思いますが、PTAの予算で更に

買うのはなぜですか？消毒液やソープがたく

さんある方が児童のためになるから、PTA予

算からも児童を感染から守る、ということです

かね。

学校の予算だけでは、全然足りないとのことでした。

学校では通常冬季以外は石鹸を利用しています。ですが、何度も手洗いをしなけれ

ばならないこの状況下で、冷たい水で石鹸の手洗いでは子供たちの負担も増します。

なるべくハンドソープを使うことで手洗いの負担を少しでも軽くできるようにとの思いから、

今回の購入に至りました。

まだまだ収束の見通しもつかない状況で、継続的に感染対策を行う必要があるので、

来年度も購入を予定しています。

【5】テトラパック、インクカートリッジ等の回収について

アンケート回答より意見抜粋 事務局からの回答

PTAの収入を維持するためにも、回収を続

けて下さい！現状対策すれば感染リスクは

上がらないはずです。

テトラパックはしっかり洗っていても（きちんと洗われていない場合もありますが…）、内

容物や臭いが残ったりして、害虫の温床となることがあります。仕分けをする役員や谷

戸サポさんにとって、衛生面での不安があるので、当面は回収停止とします。

インクカートリッジは回収しても良いのでは？

と思います。
インクカートリッジは状況を見て、再開時期の検討をします。

　各クラス2名（1～5年生は1名でも可）ということで募集いたしますが、来年度も通常通りの活動は見込めないため、仕事量は通常よりかなり

少なくなります。

　運営委員会は開催可否が不明ですが、開催する場合にも密を避けるために出席者は各学年1名でお願いします。

　テトラパックの回収は不衛生なため、新型コロナウイルスが収束するまでは回収停止いたします。

　インクカートリッジは、状況を見ながら再開時期の検討をいたします。
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【6】その他

アンケート回答より意見抜粋 事務局からの回答

ここ数年PTAスリム化に向けて様々な動き

がありました。その一方で、地区三役の負担

が大きいという話も聞きます。そのあたりの見

直しもしていけたらいいのでは？と思いまし

た。

現事務局では、地区三役との意見交換も何度か行いました。その中で見えてきた課

題の一つが地区三役の選出方法でした。そこで、今回互選会での選出に変更して、

少しでも地区三役の負担を軽減できればという思いで、今回のような提案に至りまし

た。

来年度以降も、引き続き地区三役と連携しながら、さらなるスリム化を目指していけれ

ばと考えています。

各委員が具体的な仕事内容とどのくらいの

時間が必要なのかという点が分かりづらかっ

たので明記してもらえると助かります。

義務や強制のないように、必要なら活動の

縮小や廃止も含めて検討する必要があると

思います。

事務局役員も全ての委員を経験しているわけではないのと、今年度は例年通りの活

動ができなかったため、各委員からそのような情報をいただく機会もありませんでした。

貴重なご意見として来年度以降、明確にしていけるよう引き継いでいきたいと思いま

す。

今年度同様、来年度も思うような活動はで

きないと思います。重要な取り決めはきちん

と運営委員会ができるようになってから、しっ

かり議論を重ねて行うのが良いと思います。

地区委員の選出に関してもそのように感じま

す。

今年度は、運営委員会を含め、様々な活動が中止や縮小となり、事務局で通常

行っている多くの仕事がなくなり、スリム化やより良いPTA活動を考えていく良い機会と

なりました。きちんと運営委員会が行われるようになると、また事務局内で今まで通りの

色々な業務が増えてしまい、このような見直し検討が後回しになる可能性があります。

コロナ禍でのピンチはチャンスだと思って、これからも持続可能なPTA活動を目指して改

革を行っています。少しでも保護者の皆様の負担を軽減できればとの思いで活動して

おります。まだまだ改善の余地はあると思いますが、まずは変えてみて、またその都度問

題が見えてきたら、そのときのPTA事務局が中心となりさらなる改革を進めて、より良い

PTA活動が続けていければと思います。

学年委員や広報、地区委員やPTAなど辞

退権が使えるのは何か、在学中に何をやら

ないといけないなど、関係性がよくわかりませ

ん。例：地区役員でも三役のみ辞退権あ

りなど

何かわかりやすい図などあると助かります。

学年・広報・選出・運協・地区委員経験者には辞退権はありません。ただし、選出委

員はその任期中に役員候補者とはなれません。

PTA事務局、地区三役、平成26年度以降広報二役のみに次年度以降のPTA事

務局、地区三役、広報二役の辞退権があります。

来年度以降もっとわかりやすく提示していけたらと考えております。

PTA会費徴収を地区委員が担ってきたが、

クラスで一括に集金することはできないの

か？PTA会費からの地区活動費の割り当

ても廃止になったことであるし。先生方のお

手を借りることになるが、先生方もPTA会員

の一員であると理解している。あるいはクラス

委員が集金か？

会費徴収については、現事務局でも様々な検討をしてきました（振込や払込用紙で

の支払いetc）が、力及ばず、最善の案が見出せませんでした。

変更することによって事務局の負担が増えてしまうと本末転倒ですので、来年度は通

常通り地区委員による集金で進めていきたいと思います。

来年度以降、より良い方法はないか検討していく必要はあると思います。その際にはぜ

ひご協力いただければと思います。

児童数も少なくなるので、PTAの役員数を

減らしてもいいのでは。
役員数変更は、通常に戻ってから変更を検討していきたいと思います。
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来年度PTA活動についてのアンケート集計結果（令和3年1月実施）

【1】互選会について

今年度までの互選会では、役員選出委員会により事務局役員候補者8名及び会計監査2名を選出してきました。

来年度以降は地区三役（地区委員長1名及び地区副委員長2名）も互選会で選出できるように変更したいと考えています。

地区三役も事務局役員と同様、次年度以降の役員や地区三役の辞退権を行使できる役職です。

そこで、その選出については選出委員会の管理の下で行うのがふさわしいと考えられるからです。

ただし、地区委員は在学中に一度しか経験しない地区班も多くあります。そのため、すでに地区委員を経験済みの方への優遇措置を次の通りとします。

互選会で最終的に候補者となった方が地区委員経験者だった場合には、優先的に事務局役員、または地区三役の選択をできることとします。

賛成 156

反対 12

どちらでもない 4

無回答 5

【2】学年委員について

学年委員は、従来各クラスから2名ずつ選出しておりましたが、各クラス1名の選出とし、希望がある場合には2名の選出も可とします。

運営委員会（現時点では開催可否は未定）への出席は各学年で少なくとも1名とし、学年委員全員の出席は不要とします。

賛成 161

反対 13

どちらでもない 1

無回答 2

【3】広報委員について

今年度に引き続き、活動停止とします。

賛成 176

反対 0

どちらでもない 0

無回答 1

【4】会費減額について

今年度より地区委員会活動費（児童一名あたり350円）を廃止したため、当初は300円程度の会費減額を見込んでおりました。

しかしながら、古紙回収廃止や児童数減少による収入減も伴う中で、来年度も引き続きコロナ対策費（消毒液・ハンドソープ購入）を

維持していくため、来年度の会費は200円の減額にとどめ、感染状況が落ち着いた後に改めて見直しを進める予定です。

賛成 173

反対 1

どちらでもない 0

無回答 3

【5】テトラパック、インクカートリッジ等の回収について

来年度も当面休止とします。

賛成 171

反対 4

どちらでもない 1

無回答 1

88%

7%
2%3%

賛成 反対 どちらでもない 無回答

91%

7%1%1%

賛成 反対 どちらでもない 無回答

99%

0%0%1%

賛成 反対 どちらでもない 無回答

98%

0%0%2%

賛成 反対 どちらでもない 無回答

97%

2%0%1%

賛成 反対 どちらでもない 無回答
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